今月の樹「クリスマスツリー」
クリスマスツリーに使われる樹木は世界的に「モミの木」と信じている人が多い。先日もシニアの箕面の森の観察会で「モミ」の巨木に出会った際にもこのような会話が出て来た。事実日本では「モミ」が多く使われている。ただし、「モミ（Abies firma）」は日本の固有種、ヨーロッパやアメリカでもこの「モミ」が使われているのであろうか？
どうも混乱はクリスマスの季節によく歌われる歌に『もみの木』があり、この歌の歌詞に起因しているようである。この歌は勿論日本で創られたものではなく原曲はドイツ生まれのクリスマスキャロル "O Tannenbaum" とされる。Tannenbaumはヨーロッパモミであり日本の「モミ」とは異なる。因みに英語ではこの歌は "O Christmas Tree!" と歌われ、各国でしたしまれている。
　クリスマスツリーには常緑の針葉樹（主に幼木）が用いられる。ヨーロッパでは昔から使われてきたヨーロッパモミに代わって入手の容易なドイツトウヒ（別名はヨーロッパトウヒ）が広く使われるようになった。北米では主にバルサムモミ、フレーザーモミ、グランディスモミ、ヨーロッパアカマツ、カナダトウヒ、コロラドトウヒ（最近は日本でも人気が高いといわれている）などが用いられる。
　日本で「モミ」がよく用いられるのはドイツトウヒの学名が Picea abies で、この種小名 abies がマツ科モミ属の属名 Abies と同一であるために和訳の際にドイツトウヒと日本のモミ属の樹木（モミやトドマツなど）を混同してしまったことによるらしい。
　クリスマスツリーに常緑の針葉樹が使われるのは、冬の間も緑を保つため強い生命力の象徴とされたためである。また、『クリスマスの起源』（O.クルマン著）によれば、中世の聖夜の降誕祭の序幕において行われた、アダムとエヴァの堕罪の舞台劇で使われる「知恵の樹（善悪の知識の樹）」として、冬に葉が落ちてしまうリンゴの木の代用に、常緑樹のモミの木が禁断
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の木の実を飾るために使用されたのが由来ともされる。クリスマスツリーはキリストとはおよそ無関係である。原型は北欧に住んでいた古代ゲルマン民族の「ユール」という冬至の祭で使われていた樫の木である。冬でも葉を枯らさずにいる樫は生命の象徴とされていた。このドイツの民をキリスト教に改宗させる試みがなされたが、樹木信仰が根強かったので、樫を樅（モミ）に変えることでキリスト教化した。樅の木は横から見ると三角形で「三位一体」を表していると教えた。父なる神が頂点で、子と精霊が底辺の両端に位置すると。そして、1419年にドイツのフライブルクで、パン職人の信心会が聖霊救貧院にツリーを飾った。この記録が、クリスマスツリーをクリスマスに飾る行為の最初とされている。1600年代には、ドイツ各地で記録が残されている。ベルリンには1800年頃にツリーが伝わっている。日本でも1900年に東京の銀座でクリスマスの飾りが行われ、以降全国的に広がり定着したとされる。第２次世界大戦中は一時影を潜めたが、戦後すぐ復活している。
　現在世界で最も有名なクリスマスツリーと言えば間違いなくニュウヨーク市のロックフェラーセンター前のツリーであろう。 例年１２月に入ってから点灯式が行なわれ、この模様はテレビで全米に中継されますが、日本でも多くのメディアで取り上げられているので非常に 馴染み深いものとなっている。また、このツリーは１月６日までここに展示されているが、その間数十万人がここを訪れるそうです。
上記の針葉樹と共に、クリスマスの飾りとして「柊」がよく使われるが、この「柊」は普通に見られる「モクセイ科」の樹ではなく、「モチノキ」科の「ヨーロッパヒイラギ（Ｈｏｌｌｙ）」です。葉の形はよく似ているが、前者は黒い実がつくのに対し、後者はモチノキ科である為「赤い実」を付けます。ヒイラギが用いられるのは葉の「棘」、悪魔(魔女？)退治の目的で、日本の節分の鬼退治と同じような言われです。
（出典：Yahoo,Wikipedia.クリスマスツリー）
